〈Reports〉A report on The 1st SWU Tennis Relationship 2014 by 三橋 大輔 & MITSUHASHI Daisuke
〈報告〉The 1st SWU Tennis Relationship 2014 
に参加して
著者 三橋 大輔
雑誌名 大学体育研究
号 37
ページ 55-57
発行年 2015-03
その他のタイトル 〈Reports〉A report on The 1st SWU Tennis
Relationship 2014
URL http://hdl.handle.net/2241/00124253
大学体育研究 37 : 55 -57. 2015 字I~ ????
The 1st SWU Tennis Relationship 
三橋大輔1)
はじめに
近年，筑波大学は白際化に向け様々な活動を
しているが，我々筑波大学硬式テニス部はそれ
に合わせる形で多くの方々のご協力のもと，筑
波大学国際テニストーナメントを過去4回にわ
たり I~~J 催してきた。その活動の一環として昨
年，我々はタイ王国のチュラ口ンコン大学が主
催する U-TeamInvitationに参加をした。今回
は，昨年のタイ遠征のIで訪れたシーナカリ
ンウィロート大学 (SrinakharinwirotUniversity 
以下SWU)の体育学部と筑波大学の体育専門
学群とのi習に部局間協定を結ぶに際しその
記念イベントとして SVV1Jが主催した The1 SI
S羽司JTennis Relationship 2014に参加すること
となった。
この大会は昨年の UωTeamInvitationと同様
に， タイ I~I村の国立大学によるチーム戦であ
り，筑波大学からは硬式テニス部員および大学
院生の男女出合 5~，が参加，筆者がスタッフとし
て同行した。平成 26年 11月 18日に日本を発
ちインドネシア経由でタイへ向かい， 26 Elに
同ルートで帰国した。
大会を振り退って
大会は平成 26年 11月19日から 21日まで，
SV¥巾のノfンコクキャンパス内のテニスコート
において計5大学が集まり開催された。
試合は男子シングルス L 男子ダブルス1，
14に参加して
女子シングルス1.女子ダブルス1，混合ダブ
ルス 1の計7ポイントで争われ，各試合とも 3
セットマッチ(ファイナルセットはスーパータ
イプレークを採用)であった。試合は 5大学に
よるラウンドロビン(総当たり戦)方式であっ
た。
テニスコートはバンコクの中心部にありなが
ら広大なキャンパスの一角にある 2面のテニス
コートでおこなわれた(写真 2)。すぐ脇には
校舎が建ち並び大学生のi明るい戸が飛び交い，
まわりは高いピルに閉まれるという，筑波大学
とは大きく異なる環境であった。テニスコート
はやや古く表面が産耗され，球足がかなり速い
コートであり対応が必要であった。
さて大会の成績は. 4対戦で全勝し優勝する
ことができた。今回は昨年に比べ参加人数が少
なかったことから，男女でそれぞれシングルス
とダブルスの両方に出場する学生がおり，非常
写真 1 大会の横断幕
1 )筑波大学体育系
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2 会j坊の様子
にタフな試合であった。またコート外からの応
援はほぼ棋く， まったく知らない(データの無
い)対戦tl3手， 日本より高い気温など，いつも
と大きく異なる環境の1::1で勝利できたことは大
きな収干生であったように思う。特に男子はタイ
特有のハードヒット主体のテニスに加えて球足
の速いコートサーフェスという状況の仁1:1でよく
対応していた。これらの経験を踏まえ.今後の
プレイに空三カ、してほしl，.， io
また男子学生 1名は大会終了後.バンコクに
残りバンコクフューチャーズ(筑波大学国際テ
ニストーナメントと同レベルの大会)に出場し
た。 世界ランキングを決める ATPポイントを
穫るべく大会に臨んだが.予選を突破したもの
のポイント獲得には主らなかった。このように
遠征の機会に加え海外の大会にチャレンジする
学生が現れたことを嬉しく感じるとともに，こ
れからもj毎外に!3が向くような働きかけをして
いきたい。
タイの方々のおもてなし
タイの方々のサービス精子ljは旺盛で，昨年同
様，快く我々を受け入れてくれた。大会の開会
式には SVi/Uの体育学部長自らが/:1:¥);告してくだ
さか筑波大学テニス部を代表して筆者が記念
lu交換をおこなった(写真 3)0 n司会式ならび
に閉会式で、は多くの大学スタッフが参加しま
写真3 体育学部長との記念品交換
写真 4 SWU によるダンス
らによる伝統的なダンスも披露してくれ
た(写真 4)。さらにはかつて日本の大学への
留学経験を持ち日本語の話せる学生を毎日コー
トまで呼び，我々のサポートをしてくれるとい
う徹底ぶりであった。彼らの大会を盛り上げ、ょ
うとする姿勢，我々との交流を深めようとする
気持ちが伝わってきた。
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swu体育学部への訪問
期間仁1:1 には • SWUの体育学部へ訪問した。
体育学部は大会会場であるバンコクキャンパス
から車で北東へ 11時間半ほどの距離にあるオン
カラックキャンノfスにある。このキャンノfスに
は体育学部の他，医学部や看護学部などがあり
その広さは筑波大学にも匹敵するものであっ
た。
体育学部では学部長の案内により各施設を案
内された。複数ある体育館のひとつにはボクシ
ング(ムエタイ?)のリングが，外にはビーチ
バレーコートが設置してあり， 日本の学校体育
とは異なる種目もいくつか見受けられた。また
研究施設の整備も進めており，生化学実験室や
低酸素ルームなどもありこれからも充実させて
いきたいとのことであった。どの施設でも学
生，教員らが活発に活動しており大きなエネル
ギーを感じた。
iやでももっとも時間をかけて案内されたのが
オリンピックミュージアムであった(写真 5)。
ここにはタイ王国におけるオリンピックに関す
るほぼすべての物が展示されているとのことで
あり.SV¥司jのオリンピック教育に向けた強い
情熱が感じられる内容であった。 SV¥弓Jはタイ
の国立師範学校の流れを汲む居立の教員養成の
大学であり，筑波大学と似た位置づけにある。
2020年に東京オリンピックを迎える我が国に
おいても筑波大学の役割を改めて感じた。
最後に
このような機会を提供してくれた S¥Vじをは
写:~5 オリンピックミュージアム
じめ，ご協力いただいた多くの関係の皆様に
謝意を申し上る次第である。 SWUからは来年
もこの大会を，今度はオンカラックキャンパス
にて開催したいとの話をいただいている。ま
た 2015 年 3 月下旬から l~lg1主される第 5li筑波
大学国際テニストーナメントにおいては第 51il
記念試合とし今[~l の遠征で交流を果たした
SVi巾， カセサート大学， コーンケーン大学か
らスタッフ及び学生を招き本学の学生と共向し
ての大会運営を予定しており， さらなる交流を
深める所存である。もちろん我々としては今回
の遠征で受けたおもてなしの施しを，それ以上
のおもてなしで受け入れたいと考えている。
タイ王国は非常にエネルギーあふれる国であ
り，スポーツの世界，体育の世界においてもそ
れが感じられた。そのエネルギーが日本にも押
し寄せてくるようにも感じられるほどである。
お互いにとってより良い関係が築けるよう，こ
れからもテニスを通じた国際交流を続けていき
たいと考える。
一日一
